
問
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
地
区
防
災
計

画
制
度
と
、
防
災
士
の
育
成
に
対
す
る
本

市
の
認
識
は
。

答
危
機
管
理
監
／
本
計
画
は
、
災
害
対

策
基
本
法
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
等
が
自

助
、
共
助
の
観
点
か
ら
地
域
の
防
災
活
動

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

計
画
作
成
が
地
域
活
動
の
定
着
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
防
災
を
基
軸
と
し
た
地
域

活
動
の
活
性
化
に
お
い
て
、
非
常
に
意
義

の
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
防
災
士

に
は
、
防
災
指
導
員
と
と
も
に
地
域
の
防

災
活
動
を
牽
引
す
る
役
割
が
期
待
で
き
る

と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
育
成
に
当
た
り
、

問
本
市
の
地
震
津
波
対
策
に
お
け
る
基

本
的
な
認
識
は
。

答
危
機
管
理
監
／
本
市
で
は
、
沼
津
市

地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

よ
り
、
人
的
被
害
の
最
小
化
を
目
指
す
べ

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
、
平
成
三
十
年
度
は
、
津
波
浸
水
想
定

区
域
に
点
在
す
る
避
難
困
難
地
区
の
解
消

を
図
る
た
め
の
対
策
を
検
討
し
て
き
た
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
対
策
を
効
果
的
に

実
施
し
な
が
ら
、
人
的
被
害
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
防
潮
堤
の
整
備
は
防
災
の
骨
格
を
形

成
す
る
も
の
で
あ
り
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
次
期
沼
津
市

問
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
実
施

に
当
た
り
、
本
市
の
財
政
規
模
と
比
較
し

て
、
新
た
に
三
百
三
十
億
円
の
市
債
を
発

行
す
る
こ
と
に
対
す
る
評
価
と
認
識
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
市
債
の
借

り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
事
業
期
間
の
二
十

年
間
に
お
い
て
事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
て

順
次
行
い
、
償
還
期
間
の
二
十
年
間
を
含

め
、
四
十
年
間
で
返
済
し
て
い
く
計
画
で

あ
る
た
め
、
一
年
間
の
予
算
額
と
市
債
の

合
計
額
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
妥
当

で
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
四
十
年

間
に
お
け
る
一
年
当
た
り
の
平
均
実
質
負

担
額
は
、
九
億
一
千
万
円
で
あ
り
、
本
市

の
財
政
規
模
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
決

問
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
い
て
、

本
市
の
事
務
事
業
と
、
市
域
に
お
け
る
実

績
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
本
市
の
事
務
事
業

に
お
い
て
は
、
基
準
年
度
で
あ
る
平
成

二
十
六
年
度
に
対
し
、
平
成
二
十
九
年
度

実
績
は
、
市
長
部
局
で
は
約
十
一
％
、
教

育
委
員
会
部
局
で
は
約
六
％
の
削
減
と
な

っ
た
。
市
域
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
三

年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
二
酸

化
炭
素
を
多
く
排
出
す
る
火
力
発
電
の
比

重
が
高
ま
っ
た
影
響
を
受
け
、
目
標
を
下

方
修
正
し
た
が
、
直
近
の
デ
ー
タ
で
あ
る

平
成
二
十
六
年
度
と
基
準
年
度
で
あ
る
平

成
二
年
度
を
比
較
し
、
約
二
％
の
削
減
と

そ
の
位
置
づ
け
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
沼
津
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
基
本
計
画
に

対
す
る
評
価
と
、
計
画
の
見
直
し
に
対
す

る
認
識
は
。

答
教
育
次
長
／
本
計
画
に
よ
る
取
り
組

み
の
結
果
、
継
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う

成
人
の
割
合
の
増
加
な
ど
、
一
定
の
効
果

が
得
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
本
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
度

に
実
施
し
た
各
事
業
の
点
検
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
、
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
等
を
踏

ま
え
、
計
画
策
定
時
に
諮
問
を
行
っ
た
沼

津
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
の
意
見
を
聞

き
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
合
計
画
に
位
置
づ
け
る
考
え
は
。

答
危
機
管
理
監
／
本
市
の
総
合
計
画
は
、

市
民
と
行
政
の
共
通
の
目
標
と
な
る
本
市

の
将
来
像
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
り
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
も
、
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
基
本
的
な
考
え

方
を
示
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
防
潮
堤

整
備
に
関
し
て
は
、
ま
ず
は
、
そ
の
是
非

に
つ
い
て
、
各
地
区
の
意
見
集
約
の
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
整
備
の
効
果
と
整
備
に
よ
る

日
常
生
活
へ
の
影
響
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

総
合
的
に
検
討
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

し
て
過
大
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問
市
長
が
、
鉄
道
高
架
事
業
の
完
成
を

待
ち
望
む
多
く
の
市
民
の
声
が
あ
る
と
す

る
根
拠
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
平
成
三
十

年
四
月
の
沼
津
市
長
選
挙
で
は
、
本
事
業

が
明
確
な
争
点
と
な
り
、
鉄
道
高
架
推
進

派
の
得
票
数
は
反
対
派
を
多
く
上
回
っ
た

こ
と
か
ら
、
鉄
道
高
架
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
が
支
持
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
計
画
決
定
等
の
手
続
を
経
て

既
に
事
業
着
手
し
、
用
地
取
得
は
全
体
で

九
割
に
達
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
多
く
の
市
民
の
賛

同
を
得
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

な
っ
た
。

問
新
中
間
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、
ご

み
の
処
理
量
が
ふ
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
で
き
る
と
す

る
理
由
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
環
境
省
が
定
め
た

廃
棄
物
処
理
部
門
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
抑
制
等
指
針
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
い

た
試
算
で
は
、
設
備
更
新
に
よ
る
電
気
機

器
の
処
理
効
率
の
向
上
に
よ
り
、
助
燃
剤

使
用
量
が
減
少
す
る
こ
と
で
二
酸
化
炭
素

排
出
量
が
削
減
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
、

発
電
設
備
設
置
等
の
他
の
設
備
更
新
と
合

わ
せ
て
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

城
内
　
務

中
田
　
孝
幸

梅
沢
　
弘

江
本
　
浩
二

地区防災計画、防災士の育成に対する
認識は

地震津波対策における基本的認識は

沼津駅周辺総合整備事業への市債発行
に対する評価と認識は

温室効果ガス削減の実績は

一 般 質 問市政について問う！

形
式

形
式

形
式

形
式

一
問
一
答

一
問
一
答

一
問
一
答

一
問
一
答
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